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泌尿器科領域におけ るCefadroxilの 基礎的 ・臨床的検討

岡田 敬司 ・河村 信夫 ・大越 正秋

東海大学医学部泌尿器科学教室

CefadroxilはCEXと 同様 の抗菌活性を示 し,投 与後の吸収に関 して食事の影響を受けに くいと

され る経 口セフア ロスポ リン剤 であ り,本 剤 に関 し,吸 収 ・排 泄試験 と臨 床面での検討を行な った。

まず,健 康成 人2名 に空腹時投与,2名 に摂食後す ぐCefadroxil 500mgを 経 口投 与 し,血 清 中

お よび尿 中濃度をM.luteus ATCC 9341を 検定菌 とする薄層 カ ップ法で測定 した。その結果,投

与後8時 間 までのAUC(Area under the curve of blood concentration),尿 中回収率にほとん

ど差を認 めなか った。

また臨床面 では,泌 尿器科外来患者30名 に投与 し効果 をみた。UTI薬 効評価基準に合致する急性

単純性膀胱 炎は18例 で,著 効13例,有 効4例,無 効1例 で有効率94,4%,慢 性複雑性尿路感染症に

は3例 使用 し,有 効1例,無 効2例 であった。その他の9例 に関 しては主治医に よる臨床効果をみ,

著 効2例 、有効5例,無 効2例 で,30例 全体についてみ ると有効率83.3%と な った。 また自他覚的

副作用はなか った。

細菌学的効果では,E.coli 16株中12株 が消失,S.epidermidisは8株 中8株 が消失 し,消 失率は

各 々75%塗100%で あった。

は じ め に

Cefadroxilは 米 国 ブ リス トル 社 でBL-S578と して

Fig. 1 Chemical structure of cefadroxil

Fig. 2 Correlogram between cefadroxil and

cephalexin

Inoculum size 103/ml E. coil 30 strains

合成 された経 口セフ ァロスポ リン剤でFig.1の ような

構造式を持つ分子量381.40の 物質である。

本剤はCephalexin(CEX)と ほぼ同様 の抗菌活性を

もつ9,8)が(Fi昏2).経 口投与後の吸収に関してCEX

よりも食事の影響を受けに くい とされ ている。

今回,本 剤 を使用す る機会があったので,健 康成人4

名に投与 し,食 事の影響を検討す るとともに,泌 尿器科

外来息者30名 に投与 し,臨 床効果をみた。

1.吸 収 ・排泄試験

若 い健康成人4名 に500mgのCefadroxilを1回 経

口投与 し,血 清中および尿中濃度 を測定 した。

2名 は 空腹時,2名 は 食事摂取後 にそ れぞれCefa-

droxil 250mgカ プセルを2カ プセルずつ投与 した。

投与直前 と投与後1,2,3,4,6,8時 間で採血 し,

尿は投与前 と投 与後2時 間 ごとに8時 間までしらべた。

血清中お よび尿中濃度は,M.luteus ATCC 9341を

検定菌 とする薄 層カ リブ法で行 なった。

血清中濃度は,空 腹時投与では1時 間 で,食 後投与で

は2時 間で ピー クを示 している ものの,AUCに 関して

はほぼ 同 じ程度 と思われた(Fig.3,Table 1)。

尿 中回収率は、Fig.4,Table 2に 示すごとく,8時 間

まででは空腹時投与 で84%,食 後投与で88.9%と 大きな

差異を認めなかった。

鳳 臨 床 効 果

泌尿器科外来通院 患者30名 に1日,250mg×3回 を急

性症で3日 間,慢 性症 で5日 間投与 した(Table 3)。こ



VOL.28 S-2
CHEMOT HERAPY

311

Table 1 Serum levels of cefadroxil
healthy volunteers (Dose : 500mg)

(ƒÊg/ml)

Table 2 Urinary recovery of cefadroxil

healthy volunteers (Dose : 500mg)

Fig. 3 Serum levels of cefadroxil
healthy volunteers (Dose : 500 mg)

のうちUTI薬 効評価基準に合致す る症例は21例 で,18

例が急性単純性膀胱 炎であ った。

UTI薬 効評価基準に よる効果判定 を行 な うと著効13

例,有効4例,無 効1例 で有効率は94.4%と な る(Table

4)。

また慢性複雑性尿路感染症3例 には,有 効1例,無 効

2例であった。 これ らを全て合わせる と,著 効13例,有

Fig. 4 Urinary recovery of cefadroxil
healthy volunteers (Dose : 500 mg)

効5例,無 効3例,有 効率85.7%と なる。

また,主 治医に よる臨床効果判定可能 な症例は9例 あ

り,著 効2例,有 効5例,無 効2例 で,UTI薬 効評価

基準の21例 と合わせ ると,著 効15例,有 効10例,無 効5

例,有 効率83.3%と な る。

投与症 例中に副作用を認 めたものは1例 もな く,血 液

諸検査 を施行 しえた症例で異常を認めた もの もなか った。

つぎに細菌学的効果をみてみ ると,最 も多 く検出 した

のはE.coliで16株 あ り,こ の うち12株 が消失 し,消 失
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率75%で あった。 次に 多いのはSepidemidisで8株

中8株 が消失 し,100%の 消失率 であ った。

S.mrcescens, E.cloacaeは1例 ずつあ ったが,い ず

れ も消失 しなか った(Table 5)。

考 察

Cefadroxilは 新 しい半合成 セファロスポ リン剤 で,抗

菌活性はCephalexin, Cephradineに 類似 している と

されてい る1)。われわれ の施設におけ る臨床 分離E.coli

に対す るCefadroxilとCephalexinのMIC (106/ml

接種)を みて も菌株数は少ない もののほぼ同程度 の抗菌

活性を有する と考 えられ る5)。また 本剤の血中濃度,尿

中回収率 は,諸 家 の報告に多少 のずれはあるものの,血

中濃度 ピー ク値はCEXの70～80%も しくはほぼ同程

度,尿 中回収率は24時 間で93～95%と され8),4),血 清中

濃度に関 してはCEXに 比 し半減期が長 く,ゆ っ くり尿

中に排 泄され る9)といわれ ている。 また 食事の影響 も殆

どみ られずの,連 続投与に よる蓄 積 も な い4),5),6)とさ

れ,薬 剤 の投与間隔 も12時 間 とあけても有効であろ うと

考 えられているの。

若い健康成人4名 を使 って行 な ったCefadmxil 500

mg1回 投与 の血清中濃度,尿 中回収率は空腹時投与,

食後投与で,血 清中濃度の ピー ク値に多少のずれは ある

ものの,そ れほ ど大 きな差はな く,尿 中回収率 も8時 間

までで,84～88.8%で 殆 ど差がない と考え られた。

臨床成績 の方では,250mgのCefadroxilを1日3

回毎食後す ぐに服用させた ものであるが,急 性症に限れ

ば有効率94。4%と 良い成績を示 した。本薬剤が経 口剤で

あ り,主 として外来 で使 用されるであろ うことも考えれ

ば,慢 性複雑性尿路感染症に対 して,有 効1例,無 効2

例 とい う成績は妥 当か と思われる。

細菌学的効果 では,E.coliで75%,S.epidermidis

で100%の 消失率を示 した もの の,S.marcescens, E

cloacaeに 無効 であった こ とは 本剤 の性格か ら考 えて う

なづけるものであ る。

また副作用に関 しては,主 たるものが胃腸障害 とされ

ているが,投 与量の増加に よって副作用が増強す ること

は,少 な くとも1日69程 度 までな ら認め られな いとさ

れてお り6),我 々の 施設 におけ る使用例でも認め られな

か つた。

以上,新 合成セ ファロスポ リンであ るCefadroxilに

っいて基礎的,臨 床的検討を行な った 結 果 を 報告 した

が,主 として外来患者に投与す るとい う点か ら 考 え れ

ば,泌 尿器科領域 では十分に使用に たえるもの と考え ら

れた。
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Table 5 Bacteriological response of cefadroxil
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EXPERIMENTAL AND CLINICAL STUDIES

ON CEFADROXIL IN UROLOGICAL FIELD

KEISHI OKADA, NOBUO KAWAMURA

and MASAAKI OHKOSHI

Department of Urology, Tokai University School of Medicine

Some author reports that antibacterial activity of cefadroxil, a new oral cephalosporin, is

equal to that of cephalexin (CEX). And its absorption has been affected little by the

meal. Absorption and excretion experiment and clinical investigation with cefadroxil
were performed.

Cefadroxil was administered orally at a dose of 500 mg to 2 healthy volunteers at fasting

and similarly to another 2 volunteers immediately after the meal, and the concentration in

serum and urine was measured by thin layer cup method using M. luteus ATCC 9341 as a

test organism. As the result, almost no difference was observed between two dosages on
AUC (Area under the curve of blood concentration) and urinary recovery ratio within 8

hours after the administration.

In clinical practice, cefadroxil was administered clinically to 30 out-patients in the clinic

of urology. As the result, out of 18 cases of acute simple cystitis conforming to UTI

Criterion of Drug Effects Evaluation, excellent was obtained in 13 cases, good in 4 cases,

and poor in 1 case, efficacy ratio being 94.4 %, while out of 3 cases of chronic complicated
UTI, good was obtained in 1 case and poor in 2 cases. As for other 9 cases, according to

the clinical effect evaluated by doctors in charge, excellent was obtained in 2 cases, good

in 5, and poor in 2. In total 30 cases, efficacy rate was 83.3%. No subjective side effects

nor objective ones were observed with the drug.

 As to the bacteriological effects, E. coli was eradicated in 12 strains out of 16 strains,

while S. epidermidis was eradicated in all 8 strains, eradication ratio being 75% and 100%
respectively.


